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お話しすること 

1. プロジェクトの背景 
2. 活動概要と成果 
3. 課題と展望 
 



１．プロジェクトの背景 
 



共同リポジトリ : モデルの構築と普及 

複数機関で生産された教育研究成果等を 

一つのサーバに蓄積・保存するリポジトリ 

 

構築費用が抑えられる 

技術・ノウハウを共有できる 

 

中小規模機関リポジトリ導入の障壁を除去 

オープンアクセスの裾野拡大 

 

 

平成21年度までのShaReプロジェクト 



・共同リポジトリプロジェクト報告書 
   ‐国内の地域共同リポジトリの分析‐  
                    2010年3月 
http://www.lib.hiroshima-u.ac.jp/share/seika/ShaReReport.pdf 

 
• みんなで作るリポジトリ 
   ‐ 共同リポジトリプロジェクト ShaRe  ‐ 
    平成21年度CSI委託事業報告交流会(コンテンツ系)発表スライド 

   http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00029756 

 
• みんなでつくるリポジトリ  ‐ 地域共同リポジトリ ‐   

尾崎文代. 短期大学図書館研究. 2011, no. 30, p. 85-91 

http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00031272 
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平成22年度（ShaRe2）は・・・ 

機関リポジトリ地域コミュニティの活性化 
 地域型共同リポジトリを始めとした中小規模機

関への機関リポジトリ拡大方策を検討 

 

地域の核となる人材を育成 

各地域での自立したコミュニティ活動を促進 

 

国公私等の枠を越えた学術機関の連携 

オープンアクセスの裾野拡大 



２．活動概要と成果 
 



1. 地域ワークショップ・研修会の開催及び開催補助、
講師派遣 

2. 実務研修（On  the Job Training)の実施 
        地域 ←－→ 全国 
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3. NIIの提供するシステム基盤(共用リポジトリ）の運
用検討等の業務打ち合わせ 

■本プロジェクト 

■機関リポジトリ担当者の 

 人材育成（大阪大学） 



2-1. 地域ワークショップ・研修会の開催 
   及び開催補助・講師派遣 

情報共有、地域コミュニティの形成・強化 

国公私立大学間の連携 

 

 

 

 

DRF-Med奈良 
11月 参加人数36 

 

DRF/ShaRe九州 
12月 参加人数 50 

■共同IR運用中 
 青森（弘前）・山形・埼玉・新潟・福井・岡山・広島 
 山口・愛媛・沖縄 
■共同IR構築中・検討中 
 長野・香川・大分・宮崎・鹿児島 

DRF/ShaRe 広島 
11月 参加人数40 

 

埼玉県大・短大図協 
11月 参加人数46 

 

山梨県立大 
12月 参加人数49 

DRF/ShaRe 信州 
 9月 参加人数31 

DRF東京 
12月 参加人数61 

沖縄県大図協 
10月  参加人数29 

 

計８回 



• 機関リポジトリを構築して間もない機関から既構築
機関へ一定期間出張 

• 実際の業務を行いながら、マンツーマンでの研修 
 

内容：電子化作業、教員インタビュー、仕様書案の作成、 

    模擬プレゼンなど 

第１回 島根県立大学→広島大学（10月・12月）  

第２回 北見工業大学→北海道大学（12月）  

各回1名、1週間程度 
 

    自館で活用できる知識・技術の習得 

    地域の核となる人材育成 

 

 

2-2. 実務研修（On  the Job Training)の実施 

 



① NIIで計画中のシステム基盤（共用リポジトリ） 

 信州地域共同リポジトリ（仮称）での実装実験につい
て（11月） 

   クラウド型共用リポジトリの先進例としての期待 
 

意見交換会（12月） 

     共同リポジトリの運用経験から意見・提案 
 

 

② リポジトリ研修事業の継続に関する実務検討会議（2月） 

  リポジトリ研修事業の整理・継続 

2-3. NIIの提供するシステム基盤の運用検討等 

   の業務打ち合わせ 



国内の共同リポジトリ(2011.5現在） 

■運用中 １０地区 

 青森（弘前）(6) ・山形(9) 

 埼玉(11)・新潟(21) 

 福井(10)・岡山(5) 

 広島(13) ・山口(9) 

   愛媛(3) ・沖縄(3) 

 －かっこ内：共同への参加機関数 

  ホスト機関 ⇔ 参加機関 

 

■構築中・検討中 ５地区 

 長野・香川・大分・宮崎・鹿児島 

 

  

*広島大学独自調べ 



３．課題と展望 
 



地域共同リポジトリは、NII提供の共用
リポジトリと競合するか？ 
 

– 地域での構築は依然として続いている 

– 共同リポジトリからの乗り換え希望は
あるかも 知れないが、地域共同リポジ
トリの有用性は明らか 

 

     



地域コミュニティの活性化の意義 

 

地域レベルの 

活発なコミュニティ形成 

 

図書館活動全般の 

活性化への契機 



 

機関リポジトリ 年間構築機関数 
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国立情報学研究所 IRDBコンテンツ分析 2011/05/31 より算出 

 http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php    

リポジトリの構築機関数は依然として増加 

共同リポジトリの運用モデルは安定期に入ったと考えられる 

http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php
http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php


 

継続的な研修による担当者のスキルアップ 

地域でのサポートコミュニティ形成と活性化 

「機関リポジトリ担当者の人材育成」プロ
ジェクトへ統合 



元気なリポジトリのあるところに 

元気なコミュニティあり 
 

Vital Repository, Vital Community. 

www.lib.hiroshima-u.ac.jp/share/share.html 

さいごに 

Shared Repository, Shared Pleasure. 


